
ふたりの食卓 根岸規雄＆石原洋子 

 

 

 

 

セルフィーユ 

 

 

自分で食べたいものを作っておいしくいただくことは、なにものにも代えがたい幸せ 

です。今ある食材をどう使ってどんなものを作るか、と考えることに喜びを感じます。 

 料理の味はシンプル、がいちばんだと思います。それぞれの素材を生かすとおいしいものが作れ 

ます。そのためにはよい食材を選ぶこと。高級な、という意味ではなく、旬のもの、新鮮で上 

質なもののことです。 

（規雄） 

 

料理への情熱の根底にあるのは探究心でしょうか。自分でこの味にしたいと思ったとき、ほ 

んのひとつまみに満たない塩と、ほかの材料がマッチする瞬間があるのです。それを見つけた 

ときのうれしさ、達成感はかけがえのないもの。これは自分でしかわからない、微妙な自分の理 

想の味を見つけたときの至福の喜びです。 

（洋子） 

 

 

 



 

 

 

 


